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(4) Moody's European Country Tiering for CMBS Recovery Rate Assumptions: 
Focus on Key Jurisdictions 


























(7) Stりcker/Sturner，Flexibi1ty Security， and Efficiency of Security Rights 
Over Real Property in Europe， Volume II 2nd revised and extended edition. 
Berlin 2010 (vdpの出版シリーズ第39巻)48頁。
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( 8 ) Gourio， L'hypoth色querechargeable， Revue de droit bankcaire et financier， 
No 9/10 2006 pp.39; Stocker/Sturner， Flexibility Security， and Efficiency of 
Security Rights Over Real Property in Europe， Vlume II 2nd revised and ex-
tended edition. Berlin 2010 (vdpの出版シリーズ第39巻)23頁。
(9) スペインの最高額抵当 (hipotecade maximo)は，ヨーロッパにおける抵当法
のハーモナイゼーションに関する，ヘクター・シモン・モレノによる論文により吟
味検討されており，近い将来発刊される。
(10) ヨー ロッパ委員会， EU抵当信用市場の統一に関する白書，プリュッセル， 2007 





















初版 (37巻と 39巻〉は，一連の内容的なスライドを含み， 22の司法権にお
ける不動産担保権の，個別の質疑応答説明を伴った，比較説明を示している。
(ll) 13カ国のレポートと，一連の比較法的なスライドがかかる専門家グループの著
者たちによりすでに， ドイツファンドブリーフ銀行協会の発刊にかかる 23巻と 32
巻として発行されているo
(12) StockerjSturner， Flexibilitat. Sicherheit und Effizienz der Grundpfandrech-
te in Europa. Band II， Berlin 2008 (vdpの出版シリーズ第37巻)-
(13) StockerjSturner， Flexibility Security. and Efficiencz of Security Rights 























(14) Stocker/Sturner， Flexibi1tat， Sicherheit und Effizienz der Grundpfandrech-
te in Europa， Band I!， 2. erweiterte Auflage， Berlin 2008 (vdpの出版シリーズ
第43巻).
(15) Stocker/Sturner， FI世xibilitySecurity， and Efficiencz of Security Rights 






































































































































オトマー ル・シュデッカー 「ヨー ロッパにおける，不動産担保権の柔軟性，安全性，効率性」
る特別な章を追加するという先になされていた戦略に間違いがないことを確認
しfこ。


































































































































Complete findings-total addition of al scores 




























































































オトマー ル・シュテッカー 「ヨー ロッパにおける，不動産担保権の柔軟性，安全性，効率性]
これらの詳細を公にするのは，この分析の手法とパフォーマンスをより理解
しやすくしたいからである。しかし，ラウンドテーブルにおける集中的な議論
について，さらにこの加重率の個別評価の帰結への意見について，詳細な記述
をすべてにわたってなすことは書籍の限界を超えるものであろう。
結論の技術的な計算はハイプレーティング社によってなされた。ハイプレー
ティング社はラウンドテーブルの結果をきわめてよく利用しうることがわかっ
たが，それはかかる評価システムが高度の透明性を与え，恒常的にアップデー
トされるからである。さらに，それ以外の国々への拡大も可能なのである。
ここで紹介したこの書籍を含む， ドイツファンドブリーフ協会の出版シリー
ズ、のハードコピーは，同協会のウェプサイトの注文センターを通じて無料で入
手可能である。ハードコピーが絶版になればただちに，同協会のウェブサイト
からダウンロードすることで入手可能とすることを考えている。
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